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都市のアイデンティティ形成と歴史遺産 －横浜を事例として－ 
 




























                                 
1 2003 年から発行が始まった横浜市の広報誌（現在では横浜市と神奈川新聞社との協働編集誌）のタイト
ルは、ずばり『横濱』である。 








平成 21（2009）年は、安政 6（1859）年の横浜開港から数えてちょうど 150 年目にあたる。
この開港 150 周年を記念して、開港記念日である 6月 2 日を中心に記念式典やテーマイベント
が予定されるなど、横浜では全市的に各種記念事業の準備が進められており、ちょっとした開
港 150 周年バブルの状況を呈している。 
歴史をひもといてみると、横浜では、開港を起点として節目ごとに記念事業が実施されてき







昭和 33（1958）年の開港 100 周年では、横浜公園平和球場（現・横浜スタジアム）で記念式
典が挙行され、現在の横浜市庁舎や横浜文化体育館が建設されたほか、新しい市史編纂事業の
成果として『横浜市史』の刊行が始まった。 



























                                 
3 拙稿「『象の鼻』誕生」『横濱』11 号（神奈川新聞社、2005 年） 
4 横浜市港湾局 HP 掲載の象の鼻地区再整備計画より。 
写真１ 整備工事前の象の鼻 

















                                 
5 『横浜築港誌』（臨時横浜築港局、1896 年） 
図１ 「象の鼻地区」整備計画図 横浜市港湾局ＨＰより 






























                                 
6 『重要文化財 旧横浜正金銀行本店本館 復元の記録』（(株)国設計・(株)竹中工務店・(株)乃村工藝社、
1995 年） 
本報告書にはドーム復元工事の工事概要と工事写真、復元構造図が掲載されている。 






























                                 
7 指定書の全文は、前掲『重要文化財 旧横浜正金銀行本店本館 復元の記録』に掲載されている。 
図２ 震災以前の横浜正金銀行  
   横浜都市発展記念館所蔵絵葉書 















である。この図面をもとに、平成元（1989）年の開港 130 周年（および市政 100 周年）記念事 
 
図３ 震災復旧時の横浜正金銀行 横浜都市発展記念館所蔵絵葉書 
































   横浜都市発展記念館所蔵絵葉書 


















昭和 63（1988）年 6月から始まった復元工事は、平成元（1989）年 5月に完成し、建物は同












                                 
8 『重要文化財 横浜市開港記念会館保存修理工事報告書』（横浜市教育委員会、2001 年） 








































物が寄贈され、その後、詳細な解体調査と 2 年におよぶ復元工事を経て、平成 9（1997）年、「外
交官の家」として山手のイタリア山庭園にオープンした。そして、旧内田邸の場合も、竣工後
の平成 9（1997）年 5月に国の重要文化財に指定されている。 















◎エリスマン邸 【大正 15 年竣工、横浜市認定歴史的建造物】 
山手資料館 【明治 42 年竣工、横浜市認定歴史的建造物、写真５】 
山手地区のメイン通りである山手本通り沿いには、この他にも、エリスマン邸や山手資料館
など他所から移築された洋館を挙げることができるが、一方で忘れ去られているのが、旧内田
                                 
9 『外交官の家 旧内田邸が山手の丘に移築されるまで』（横浜市歴史的資産調査会、1998 年） 
10 山手の外国人居留地は、その地形からブラフ（＝切り立った崖）と呼ばれていた。18 番地は現在のイタ
リア山庭園の地番である。 
11 アメリカ山庭園が整備されている山手 97 番地に、アメリカ公使が住んでいたことはなく、実際の住所は
山手 27 番地であったことが判明している。拙稿「明治初期におけるアメリカ公使官邸の建物とその所在地
について」『横浜都市発展記念館紀要』1号（横浜都市発展記念館、2005 年） 
































                                 
12 『エリスマン邸移築復元事業報告書』（横浜市緑政局公園部管理課、1991 年） 
写真５ 山手資料館 
































平成 2（1990）年に解体されたが、平成 5（1993）年に完成した新庁舎の低層部に、旧庁舎の外 
































図６ 横浜生糸検査所庁舎 横浜都市発展記念館所蔵『遠藤於菟建築写真帖』より 
































                                 
13 『横浜生糸検査所建築記録』（建築保全センター、1992 年） 






























































                                 
14 拙稿「第二代横浜駅舎の遺構と出土遺物」『横浜都市発展記念館紀要』1号（横浜都市発展記念館、2005
年） 





























                                 
15 平成 19（2007）年、横浜市中区内で「山下居留地遺跡（横浜市中区 No.21 遺跡）」の発掘調査が実施さ
れた。中区山下町の県有地での市街地再開発事業にともない、財団法人かながわ考古学財団によって実施
されたものであるが、幕末から明治期の旧外国人居留地を対象とした初めての本格的な発掘調査である。 
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歴史への関心につながっていくであろう。 
その意味でもうひとつ注目したいのは、駅舎の遺構と重なるように、それ以前の横浜共同電
灯会社の発電所の遺構が検出されたことである。駅舎基礎の下から現れた煉瓦造の構造物は、
資料検討の結果、冷却水としての海水を引き込む導水路とその冷却水を貯える貯水槽と判明し
た。遺構の状況から、駅舎を建設する際に、以前の発電所の構造物を完全に撤去するのではな
く、基礎と重なる部分だけを破壊していたことがわかった。 
この遺構の重なりからは、二代目横浜駅だけでなく、駅舎が立地していた高島町という場所
の経てきた歴史をも感じることができる。異なる時代の痕跡を同時に目にする経験は、発掘調
査に慣れた考古学者には当たり前のことであっても、一般の人々にとってはなかなかないもの
である。歴史というものが、大きな時間の流れのなかで育まれるものであり、決して過去の一
点に固定されるものではないことを、重層する遺構は何よりも雄弁に語っている。 
時間の流れが非可逆的なものである以上、私たちは過去に立ち返ることはできない。だから
こそ、重層する歴史の中から何に今日的価値を見出し、何を後世に残していくのか。これまで
本稿で述べてきた「復元」志向に対して、新たな議論の枠組みの可能性が、近代の地下遺構か
ら垣間見えているように思う。 
